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静岡てんかん・神経医療センターの紹介

• 1975年設立、包括的てんかん医療を目標、てんかん病床146

• 医師25-30人（小児科、神経内科、脳外科、精神科：てんかん専門医20名）、看護師約100人（てん
かん専門看護師制あり）、その他の専門職

• すべての年齢層（新生児以外）、これまでの受診は40000人以上

• Video digital EEG 25台：脳波 14,792件/年、長時間脳波 8,470件/年

• CT, MRI, SPECT, PET（院外）

• 診断、薬物治療、食事治療、リハビリ、相談

• てんかん外科：1983年〜、約2000人

• 包括医療を目指しています



国立病院機構

静岡てんかん

・神経医療

センター

令和7年度

てんかん科

診療実績

令和7年度実績報告
（令和７年４月１日～令和７年９月３０日）

初診患者数は月平均６５人ほどで
一定している。
ここ数年で目立った変動はない。

初診患者数
外来 直接入院

4月 66 18

5月 51 17

6月 61 19

7月 66 27

8月 65 26

9月 65 29

10月

11月

12月

1月

2月

3月

計 374 136

月平均 外来 直接入院

令和1年度 83.3 20.0

令和2年度 61.8 18.7

令和3年度 62.0 17.8

令和4年度 67.3 20.5

令和5年度 63.3 22.3

令和6年度 58.8 23.8

令和7年度 62.3 22.7
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小児から若年成人の割合が高い。
進学、就職にてんかんが与える影
響は大きいと推測される。
高齢で受診される方もあり、高齢
でてんかんを発症する方が少なく
ないことを示唆している。

受診者の年齢

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

割合 割合 割合 割合 割合 割合 人数 割合

0～4歳 10.6% 15.1% 10.6% 11.5% 9.3% 7.6% 42 8.2%

5～9歳 9.7% 11.2% 11.5% 11.4% 8.4% 8.8% 47 9.2%

10～14歳 11.2% 9.1% 11.2% 14.2% 11.3% 10.4% 56 11.0%

15～19歳 16.8% 15.3% 16.8% 16.1% 16.6% 19.1% 108 21.2%

20～29歳 19.5% 19.2% 18.6% 19.8% 22.2% 22.3% 113 22.2%

30～39歳 10.9% 10.5% 9.6% 7.0% 9.3% 10.0% 41 8.0%

40～49歳 8.0% 7.9% 8.0% 7.4% 7.2% 6.7% 29 5.7%

50～59歳 6.0% 4.8% 6.3% 4.6% 6.1% 6.6% 32 6.3%

60～69歳 3.2% 3.8% 4.4% 3.3% 4.8% 3.7% 14 2.7%

70歳以上 4.2% 3.1% 3.0% 4.7% 4.8% 4.9% 28 5.5%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 510 100.0%
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県内約4.5割、県外約5.5割
の割合に大きな変化はない。

居住地

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

割合 割合 割合 割合 割合 割合 人数 割合

静岡県 44.0% 44.8% 47.4% 44.9% 43.6% 44.2% 235 46.1%

県外 56.0% 55.2% 52.6% 55.1% 56.4% 55.8% 275 53.9%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 510 100.0%

静岡県, 235, 46%

県外, 275, 54%

居住地 n=510



てんかん以外の診断割合が3割を超えている。
正確な診断ができる専門医療機関としての役割は重要と考えている。

当院初診患者に占めるてんかん以外の診断の割合

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

割合 割合 割合 割合 割合 割合 人数 割合

急性症候性発作 0.7% 0.8% 0.1% 0.1% 0.4% 0.4% 0 0.0%

失神 7.5% 4.7% 2.7% 2.4% 3.2% 3.6% 13 2.5%

心因性非てんかん発作 4.4% 2.2% 0.8% 0.6% 0.9% 2.1% 10 2.0%

非てんかん 14.7% 22.7% 26.0% 20.4% 23.7% 24.0% 168 32.9%

その他 1.6% 0.2% 0.6% 1.0% 0.5% 0.2% 15 2.9%

計 29.0% 30.6% 30.2% 30.3% 28.6% 30.4% 206 40.4%



初診後の患者への対応

全体の約37％の患者が紹介元に帰り、
約39%の患者が検査を中心とした入院となった。

令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

割合 割合 割合 割合 割合 割合 人数 割合

紹介元 40.1% 42.1% 38.2% 36.2% 37.5% 34.7% 185 36.3%

外来（当院） 20.0% 16.2% 11.6% 18.1% 14.2% 17.2% 97 19.0%

外来（他院） 3.9% 4.4% 4.3% 2.3% 1.9% 2.2% 9 1.8%

入院（検査） 24.6% 27.7% 36.2% 41.7% 44.0% 44.0% 201 39.4%

その他 11.4% 9.7% 9.7% 1.7% 2.3% 1.9% 18 3.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 510 100.0%
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てんかんの入院

令和6年度 年間入院者数 合計 2,819

東北 59 (2.1%)

関東
1152
(40.9%)

中部
（静岡以外）

625
(22.2%)

静岡県
665

(23.6%)

近畿 192 (6.8%)

中国 22 (0.8%)

四国 38 (1.3%)

九州沖縄 35 (1.2%)
海外 15（0.5%）

北海道 16 (0.6%)



てんかんの外科治療件数

てんかん外科治療件数は国内随一であるが
必要な方にまだ充分ゆきわたっていないと考えている。



静岡市静岡医師会とのてんかん診療連携

てんかん診療パスの作成

静岡市におけるてんかん診療体制の強化

難治性てんかんセンター ＋ 包括的てんかん医療センター

・乳幼児からお年寄りまで
・小児科、脳神経内科、精神科、脳神経外科
・内科治療、免疫治療、食事療法、手術まで
・福祉制度、就学、就労、結婚、出産の相談
・てんかんに詳しい多職種による取り組み
（リハビリ、療育、心理、ケースワーカー）

土曜, 夜間, 近く
受診希望

診断・治療の見直し
各種相談

静岡てんかん
・神経医療
センター

診療所
クリニック
病院

てんかんか否か
てんかん分類・発作型診断
てんかん焦点検索
長時間ビデオ脳波
原因・背景疾患の検索

逆紹介の推進
循環型病診連携



静岡市 てんかん診療連携
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チェックリスト 気軽にご紹介ください！



当院からの情報提供書



クリニックの先生方の記入欄静岡てんかん記入欄



静岡市静岡医師会とのてんかん医療連携システム

• 2021年度（1－3月）：3件

• 2022年度：9件

• 2023年度：8件

• 2024年度：9件

• 当院からの逆紹介も進めております。

医師会から連携パスでご紹介いただいた件数



病病連携、病診連携が
2 回以上円滑に行われた
医師、診療科、医院、病院
からの申請に基づき、
過去の連携内容を
確認の上で発行

てんかんの
地域医療連携協力機関

登録証の発行

医師、医院、病院
を対象にした活動

全国で32件発行。
うち、県内は16件



セミナー名 対 象 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

漆山会てんかん学セミナー 医 師 46 46

中
止

× ×

44

×

てんかん看護セミナー 看護師 35 45

×

32 35 34

小児てんかん学セミナー
小児科医

等
40 36

×
19 25

予
定

成人てんかん学セミナー
脳神経内科

医 等
42 32 18 24 15

予
定

てんかん小児専門職セミナー
保育士、教

諭 等
43 47 × 40 38 39

てんかん成人専門職セミナー
指導/支援
員 等

51 44 × 35 38
予
定

医師、看護師、メディカルスタッフを対象にした活動

令和5年度から多くのセミナーを再開しています。
WEB配信も始めました。



てんかん

A ４ 病棟 ２人
A ５ 病棟 １人
A ６ 病棟 ２人
B ２ 病棟 １ 人
C １ 病棟 １ 人
C ２ 病棟 １ 人

重症心身障がい

B 2 病棟 １人
C 2 病棟 ２人

神経難病

A 2 病棟 ２人

院内認定看護師



教育関係者・一般市民 を対象にした啓発活動

・特別支援学校職員などを対象にてんかん発作への対応等に関する講演会

令和7年度
5/1 掛川特別支援学校 てんかん発作の対応と実演：27名
6/23 中央特別支援学校 てんかんの基礎講義：23名
8/1 吉田特別支援学校 てんかんの基礎講義、てんかん発作の対応と実演：40名
8/28 浜北特別支援学校 てんかんの基礎講義、てんかん発作の対応と実演： 49名

令和6年度から県から周知いただいております。



人形とブコラムのサンプル
を使って実演と体験

アンケートより
・練習用のブコラムを持ってきてくだ
さり、実演を見たり、ダミーを使って
体験することで実際のイメージを持つ
こと、投与の際の留意点を確認するこ
とができました。

・落ち着いて冷静に対応することが大
切だと改めて感じました。



教育関係者・一般市民 を対象にした啓発活動

・患者と家族対象の医療講演会
（＋てんかん協会静岡県支部の相談会）

令和7年度

8/30 浜松アクトシティ：徳本医師
9/20 清水テルサ：大谷医師
10/25 沼津プラサヴェルデ：臼井医師

ここでもてんかん発作の介助の方法の実演を毎回
行っています。

令和5年度から、県からも周知いただいています。



てんかんをもつ大人のためのてんかん学習プログラム

てんかんをもつ子供のためのてんかん学習プログラム

患者・家族を対象にした活動（院内にて）；配布資料なし



一般市民 を対象にした活動

令和8年3月に
心のバリアフリーイベントにて
てんかんの啓発活動

三島スカイウォークにて
点灯式、てんかんの啓発活動

静岡てんかん・神経医療センター
内にて
てんかんの啓発活動

を予定しています。



患者家族会
てんかん協会
ボランティア
専門職

県内・市内の
クリニック・病院
医師会NHO静岡てんかん・神経医療センター

国・静岡県・静岡市

連携が大切

学会・研究会・てんかん支援

ネットワーク



1．当院は、県を越えた広域医療と、県域医療の両者を担っている。難治なてんかん患者は

包括的医療を必要としており、今後も院内の治療体制の整備をおこなってゆく。

２．初診患者の多くを小児と若年成人が占めていた。割合は少ないが高齢で受診される方も

おり、高齢発症てんかんについても周知啓発が必要と思われる。

３．初診患者の約半数弱が入院による精査あるいは加療を要した。

４．初診患者の3割以上がてんかんでなかったことは医療連携および啓発の重要性を意味

する。

５．てんかん外科治療についても、難治な患者さんへの治療選択肢として周知してゆく必要

があると考える。

６．院内外での教育・啓発活動にもさらに注力してゆきたい。

ここまでのまとめ



てんかん地域診療連携と
相談事業について

12月21日第2回全国てんかん対策連絡協議会

国立病院機構静岡てんかん・神経医療センター

ソーシャルワーカー 橋本睦美



【てんかん地域診療連携】

・病院訪問

【相談事業】

・てんかんホットライン

・入院・外来患者の相談対応



【てんかん地域診療連携】

病院訪問

静岡県内のてんかん診療連携強化目的
医長以上の医師、看護師長、SW、事務官で訪問

日時 施設名

６月３日 榛原総合病院

８月２５日 静岡医療センター

１０月９日 磐田市立総合病院

１１月２０日 富士市立総合病院

１２月９日 沼津市立病院

２０２５年度

当院

2025年度訪問 2019-2024年度訪問



【相談事業】

てんかんホットライン

てんかんのあるご本人・ご家族、一般の方、および医療関係
の方から、てんかんの診療や支援に関するご相談を対応

※平成22年度に、東日本大震災が起きたことをきっかけに、震
災支援のための「てんかん災害ホットライン」を設置

方法：専用電話、メール

電話 メール

３３５件 １０４件

２０２４年度



【相談事業】

てんかん科入院・外来患者の相談対応

外来 入院

1983件 1382件

371

1420

1151

463

133
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相談内容※延べ件数２０２４年度
※延べ件数



てんかん科 心理社会的問題

【乳幼児～就学前】

療育やリハビリテーション、就学の相談

【学齢期】

教育環境の選択、進学の相談

将来の職業選択・資格取得の相談

【青年期】

就職や仕事の維持についての相談

結婚・出産や育児の相談

施設入所・在宅でのケアサービスの相談

車の運転免許など資格の相談
社会的孤立・心理的葛藤

他の患者さん
や家族はどう
しているの？

どこに相談して
いいのかわから

ない



まとめ

• 静岡県のよりよいてんかん地域診療体制構築のため、
今後も病院訪問を進めていきます。

• 医療機関には治療だけではなく、てんかんの患者さんの生活課題
の解決のお手伝いができる社会資源があります。困ったときに
相談に繋がる院内システムの構築、又他施設のてんかんセンター
SWと助け合えるネットワークの構築を目指します。
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